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　新社会人として就職してから早 4ヵ月が経過しま
したが、コロナ禍での就職は自分の想像していたも
のと全く別ものとなりました。就活時のリモート面
接に引き続き、内定式や入社式もリモートでの実施。
例年なら同期の仲間全員で共に受けるはずだった新
入社員研修もオンラインでの実施となり、なんとな
く寂しさを感じる社会人生活のスタートでした。し
かし、実務が始まると、先輩や電話対応など周りと
密に連携を取りながら進める作業ができ、楽しさを
感じています。始めは手一杯で手伝ってもらってば
かりだった業務も、7月に入ったころからやっと一
通りの仕事を余裕をもってこなせるようになってき
ました。
　先日、大学の友人たちと久しぶりに集まる機会が
あったのですが、皆それぞれの苦労があるものの、
どこか輝いているようでとても刺激的でした。営業
として頑張っている友人たちは、それぞれが目標の
数字がある中で、内勤の事務職である私自身も何か
目標を持ち続けたいと思い、今は新たな資格の取得

を目指しています。大学生活のうちにもっと色んな
資格の取得に挑戦しておけば良かったなと思いつつ
も、学生のうちに楽しい経験を思う存分できたから
こそ、社会人生活へうまく気持ちを切り替えられて
いるとも感じています。
　学生時代、自分から新しい場に踏み込んだり、情
報収集をするのが苦手だった私にとって、就職活動
は大きな不安を伴うものでした。しかし、葵友会奨
学生として様々な行事に参加させていただき、そこ
で得た知見は私の世界を広げ、背中を強く押してく
れるものとなりました。コロナ禍の中で、自分のや
りたいことがうまくできなかったり、何をしたらい
いか分からないといった学生の皆さんには、身近に
ある機会を活かしてほしいと思います。特に卒業生
と関われる場では、先輩たちが皆さんのことを温か
くサポートしてくださるはずです。私自身もそうで
したし、今後は私自身も後輩たちの力になれるよう
精進したいと思います。

（断熱材メーカー勤務）

　コロナ禍での新社会人生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　堀内　直美（令 3）
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